
情報科学類

知識情報・図書館学類
情報メディア創成学類

情報学群
School of Informat ics

情報メディア
創成学類
College of Media Arts, 
Science and Technology

学士（情報メディア科学）
■ Bachelor of Science in Media Sciences and Engineering

これからのネットワーク情報社会を発展させるために不可欠な基盤的

技術分野や、Web・映像・音楽などの多種多様な情報をコンテンツと

して扱い流通させる分野などにおいて、革新的技術や科学的理論を

創造的に生み出すことができる技術者、研究者を養成します。

人材養成目的

知識と情報の記録、蓄積、共有、加工、

利用といった諸活動にかかわる様々

な情報技術やその原理となる科学を

理解し、それらを使いこなす「21世紀

の創造を担う人材」を養成します。ま

た、科学的、技術的な側面だけでなく、

人間の知的活動や社会的・文化的基

盤についても十分な知見を身につける

ことを目指します。

人材養成目的

理数系の素養と文化や芸術に対する豊かな感性を兼ね備え、ネットワ

ーク情報社会における各種の技術や学問分野に強い興味と学習意欲

を持ち、創造的に社会貢献することを目指す人材を求めます。

求める人材
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卒業後の進路 教育の質の保証と改善の方策
▎授業担当者は学生の理解度に応じた授業進度を調整し、アクティブラ

ーニングを指向した授業を推進し、オフィスアワーを十分にとることで個

別対応にも努めます。また、これらの啓蒙のための教員のセミナー等を開

催します。

▎クラス担任が授業担当者と協力して、学生に対し授業に関するきめ

細かいアフターケアを行います。特に履修状況が思わしくない学生を

学期ごとにチェックし、クラス担任等による履修指導を徹底します。

▎学生の復習等の自主的学習を促進するため、授業資料の電子化、e-

ラーニング化の整備を促進します。

▎成績評価の厳格化に関するガイドラインを設定し、単位の実質化を

図ります。

▎教学マネジメント委員会が毎学期、全学アンケートを一部に含む学

類独自の授業評価アンケート（自由記述を含む）を実施します。教学マ

ネジメント委員会はその結果を分析し、授業担当者へフィードバックす

ることで効果的な授業改善を行います。

教育力向上への取組

教学マネジメント
委員会

カリキュラム
委員会

学生

教員
クラス担任

学類教育会議

支援室
教務
学生支援

授業評価フィードバック、
成績評価の厳格化などの
授業内容・方法の改善啓発

e-learningやインタラク
ティブな授業等の工夫

クラス連絡会、
学期毎の履修指導

授業評価

情
報
学
群

情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成
学
類

企業・団体
▎ネットサービス…サイバーエージェント、ミク
シィ、楽天、GREE、オールアバウト、エージ
ェントガレージ、コロプラ、コンピュータマイ
ンド、セプテーニ、ナビタイムジャパン、ポッ
ピンゲームズジャパン、マイナビ、モンスター・
ラボ、ヤフージャパン、coly、CROOZ、LINE、
VOYAGE GROUP、Sansan

▎情報・通信…NTTデータ、NTTドコモ、
NTTビジネスソリューションズ、富士通エン
ジニアリングテクノロジーズ、富士通ディフェ
ンスシステムエンジニアリング、富士通ビー・
エス・シー、インターネットイニシアティブ、日
立ソリューションズ、日本電気通信システム、
日通情報システム、JALインフォテック、任天
堂、マーベラスAQL、鈴与システムテクノロ
ジー、日鉄日立システムエンジニアリング、コ
ナミデジタルエンタテインメント
▎その他…日本放送協会（NHK）、リクルート
ホールディングス、電通デジタル、りそな銀行、
富士通ミッションクリティカルシステムズ、ニ
ッセイ情報テクノロジー、博報堂プロダクツ、
日本旅客鉄道、凸版印刷、中央出版、学研教
育出版、ヤマハ発動機、ニトリ、DMM.com

ラボ、ソニーミュージックグループ
▎起業…BearTail、Pixie Dust

官庁・自治体・学校等
防衛省、警視庁、海上自衛隊、国土地理院、
各県庁・市役所等、日本原子力研究開発機
構、環境再生保全機構、海上保安学校、リモ
ート・センシング技術センター、鳥取県信用
保証協会、日出学園中学・高等学校、東葉高
等学校

就職先の例

▎筑波大学大学院…理工情報生命学術院  シ

ステム情報工学研究群、人間総合科学学術
院  人間総合科学研究群
▎他大学大学院…東京大学、東京工業大学、
東京藝術大学、名古屋大学、京都大学、慶
應義塾大学、国立障害者リハビリテーション
センター学院、情報科学芸術大学院大学

大学院進学の例

進学率は年度によって異なりますが、平
均約6割が大学院に進学しています。
就職先は、ネットサービスや情報・通信
関係の企業が半分程度を占めます。そ
れ以外の様々な業種にも幅広く就職し
ており、公務員や学校教員になる者もい
ます。また、中には自ら起業する者もいま
す。
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学士（情報メディア科学）に係る学修成果

を身につけるためのプログラムとして、次の

方針に基づき教育課程を編成・実施します。

総合的な方針

コンテンツの蓄積や流通を支えるネットワ

ークメディア・テクノロジーと、コンテンツの

活用・製作にかかわるコンテンツテクノロジ

ーの2領域を中心に、これら2領域に欠か

すことのできない情報科学・技術分野の教

育を融合した情報メディア科学のカリキュ

ラムを提供します。幅広い知識と高度な専

門性を学生の主体的選択により身につけ

ることができるような科目群を提供します。

順次性に関する方針

1年次では、線形代数や微分積分といった

数学科目とリテラシーやプログラミングの

情報技術科目を中心に、情報科学・技術

分野における基礎力を身につけるとともに、

コンテンツ処理に関する導入科目でアート

の素養などを身につけます。

2年次では、データやアルゴリズム、ネット

ワークに関する科目、人・文化・社会に対

する広い視野と教養を養うための人間の科

学やネットワーク社会とビジネスに関する

科目などにより、1年次の基礎力に幅をもた

せ情報科学に関する確かな技術力と応用

力、倫理観を身につけます。

3、4年次では、情報メディア科学に関する

6つの分野（インターネット・通信技術、コ

ンテンツの蓄積・流通技術、インタラクショ

ン技術、コンピュータサイエンス、コンテン

筑波大学学士課程の教育目標に掲げられた知識・能力（汎用コンピテ

ンス）を修得し、かつ本学群・学類の人材養成目的に基づき、学修の

成果が次の到達目標に達したと認められる者に、学士（情報メディア科

学）の学位を授与します。

▎デザイン力…工学・科学における機能美や実現可能性を論理的思考

に基づいて客観的に判断できる審美眼的素養を備え、それに基づいて

実システムとして設計できるデザイン力を身につけている。

▎ヒューマンスキル…プロジェクトチームで協働できるコミュニケーショ

ン能力、課題発見能力、問題解決能力を身につけている。

▎倫理観…知的財産保護や個人情報保護等に代表される技術と社会

における倫理観を備えている。

▎専門性…情報メディア科学に関する概念、原理、理論、技術を体系

的に理解し、それらに関する研究開発を行うことができる。

Bachelor of Science in Media Sciences and Engineering

学士（情報メディア科学）

情 報 学 群 情 報 メディア 創 成 学 類

教育課程編成・実施の方針学位授与の方針
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ツ処理・活用技術、コンテンツ製作基盤技

術）の専門科目が幅広く提供されており、

また長期にわたって1つのテーマを追究す

る実験科目の履修とあわせて、専門性はも

とより、ヒューマンスキルや実践力なども身

につけます。そして、4年次の卒業研究によ

り、情報メディア科学における専門知識、

技術力などの総仕上げを行い、革新的技

術や科学的理論を創造的に生み出すこと

ができる実践力を身につけます。

実施に関する方針

履修計画やモチベーションに応じて、共通

する基礎を修得した上で、自由に科目を選

べるカリキュラムとなっています。これにより、

学生自身の希望や適性に適合した多様な

履修計画が可能となり、社会のニーズに応

じた様 な々進路に対応できます。また、ダイ

ナミックに変容しているネットワーク情報社

会の現状、未来を見据え、産業界から招

聘した講師陣による、実体験を踏まえた指

導も生かしています。それらを通じて時代

のニーズに合うカリキュラム構成となるよう、

不断に見直し、改変を進めていきます。

学修成果の評価に関する方針

卒業論文・卒業研究の成果、GPA、単位

修得状況や履修状況に基づく面談等から

カリキュラム全体における学習成果の達成

状況を評価します。

また、各授業科目においては、成績評価の

基準及び方法を明示し、それに基づいて、

学習成果を公正に評価します。

育成する能力とカリキュラムの構成

1年 4年2年 3年

専門基礎科目 専門基礎科目 専門科目（必修）

豊かな教養と広い視野、倫理観などを身につける

総合科目、外国語、体育、関連科目など
基礎科目

情報メディア実験

実践力を身につける

ネットワークメディア・
テクノロジー

コンテンツテクノロジー
情報科学
数理科学
人間の科学

1年次の基礎力に幅をもたせ
情報科学に関する確かな
技術力と応用力ならびに、
人・文化・社会に対する
広い視野を身につける

数学科目と
プログラミング科目

情報科学・技術分野における
基礎力を身につける

コンテンツ処理に
関する導入科目

アートの素養も身につける

専門科目（必修）
卒業研究

情報メディア科学における
専門知識、技術力などの
総仕上げを行う

インターネット・通信技術
コンテンツの蓄積・流通技術
インタラクション技術
コンピュータサイエンス
コンテンツ処理・活用技術
コンテンツ製作基盤技術

ネットワークメディア・テクノロジー、コンテンツテクノロジーの
2領域に関する幅広い知識と高度な専門性を身につける

専門科目（選択）

情
報
学
群

情
報
メ
デ
ィ
ア
創
成
学
類

学
士
（
情
報
メ
デ
ィ
ア
科
学
）
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Bachelor of Science in Media Sciences and Engineering

学士（情報メディア科学）

情 報 学 群 情 報 メディア 創 成 学 類

特色

「組み込み技術キャンパスOJTプログラ

ム」を始めとして、先端IT企業（ベンチャー

企業も含む）等との連携により、実社会で

真に必要とされる技術の修得を目指す演

習・実験科目を実施しています。
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